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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管状の家具脚とともに使用する家具グライドであって、
　前記家具脚に適合するように取り付けられる家具脚かみ合いアセンブリと、
　前記家具脚かみ合いアセンブリに取り付けられるベースアセンブリと、から成り、
　前記ベースアセンブリが、
　前記家具脚かみ合いアセンブリにかみ合う上方のヘッド部と反対側で球状の外部スイベ
ル面を含むボール部とこれらの間に伸びるネック部とを有し、前記ベースアセンブリを前
記家具脚かみ合いアセンブリに取り付けるリベットと、
　前記リベットの前記外部スイベル面に対応する凹型のスイベル面を有し上方に伸びる中
心の軸部を含む一体型のレシーバー部材と、
　前記レシーバー部材に取り外し可能なように取り付けられるベース部材と、を含み、
　前記ベース部材が床に接触する底面を備えるパッド部を有している家具グライド。
【請求項２】
　前記レシーバー部材が下方に伸びる円形の外部リングと下方に伸びる軸の構造要素とを
含み、前記外部リングと前記構造要素とで環状キャビティが形成され、
　前記ベース部材が前記パッド部から上方に伸びる内側リングと外側リングとを含み、前
記内側リングと前記外側リングとで環状キャビティが形成され、
　前記ベース部材の内部リングは、前記レシーバー部材の環状キャビティに嵌め込まれ、
前記レシーバー部材の外部リングは前記ベース部材の環状キャビティに嵌め込まれる請求
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項１に記載の家具グライド。
【請求項３】
　前記ベース部材の内部リングが凹部を形成する内面を有し、
　前記レシーバー部材の軸状の構造要素が放射状に伸びる突起部を含み、該突起部は前記
ベース部材を前記レシーバー部材に取り付ける前記ベース部材の内部リングの内壁の凹部
の中に受けられる請求項２に記載の家具グライド。
【請求項４】
　前記ベース部材の外部リングが少なくとも１つの放射状に伸びるスロットを有し、
　前記スロットは、前記レシーバー部材の軸の構造要素の前記突起部が、前記ベース部材
を取り外すため、前記ベース部材の内部リングの内壁の凹部を引っ張り出すまで、前記レ
シーバー部材から前記ベース部材を遠ざけるようにバイアスをかけるための道具の先端を
受ける請求項３に記載の家具グライド。
【請求項５】
　前記ベース部材の外部リングが凹部を形成する内壁を有し、
　前記レシーバー部材の外部リングは放射状に伸びる突起部を含み、
　前記突起部が前記ベース部材を前記レシーバー部材に取り外し可能なように取り付ける
前記ベース部材の外部リングの内壁の凹部の中に受けられる請求項２に記載の家具グライ
ド。
【請求項６】
　前記ベース部材の外部リングは少なくとも１つの放射状に伸びるスロットを有し、
　前記スロットは、前記レシーバー部材の外部リングの前記突起部が、前記ベース部材を
取り外すため、前記ベース部材の外部リングの内壁の凹部を引っ張り出すまで前記レシー
バー部材から前記ベース部材を遠ざけるようにバイアスをかけるための道具の先端を受け
る請求項５に記載の家具グライド。
【請求項７】
　前記レシーバー部材は、前記レシーバー部材の前記軸部のスイベル面が前記リベットの
ボール部のスイベル面に適合するように面と面とが接触する所定の高さを有している請求
項１に記載の家具グライド。
【請求項８】
　前記ベース部材が一体型部品である請求項２に記載の家具グライド。
【請求項９】
　前記ベース部材が硬いナイロン素材により形成される請求項８に記載の家具グライド。
【請求項１０】
　前記ベース部材のパッド部の底面が前記ベース部材のパッド部の外壁に曲がった表面で
接続されている請求項９に記載の家具グライド。
【請求項１１】
　前記ベース部材のパッド部の外壁が、前記ベース部材のパッド部の底面に垂直であり、
鋭い外端を形成する請求項９に記載の家具グライド。
【請求項１２】
　前記ベース部材のパッド部の底面が、内壁を有する軸の凹部を形成する前記ベース部材
のパッド部の前記底面に垂直であり、鋭い内部端を形成する請求項１１に記載の家具グラ
イド。
【請求項１３】
　前記ベース部材がゴム素材により形成される請求項８に記載の家具グライド。
【請求項１４】
　前記ベース部材のパッド部が、前記ベース部材のパッド部の上面から前記ベース部材の
パッド部の上面と前記ベース部材のパッド部の底面との中間の位置へ下方に伸びる複数の
ブラインド穴を有する請求項１３に記載の家具グライド。
【請求項１５】
　前記ベース部材のパッド部が硬いナイロン素材から形成される上部と、前記ベース部材
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の上部の底面に固定して取り付けられるフェルトパッドとを含む請求項２に記載の家具グ
ライド。
【請求項１６】
　前記ベース部材のパッド部が硬いナイロン素材から形成される上部と、前記ベース部材
の上部の底面に固定して取り付けられる金属プレートとを含む請求項２に記載の家具グラ
イド。
【請求項１７】
　前記金属プレートの外部リップが前記ベース部材の上部の底面の中に入って形成される
請求項１６に記載の家具グライド。
【請求項１８】
　前記ベースアセンブリは、
　前記リベットのネック部を受ける外部シェル開口部を有する上部の縮小部分と、丸めら
れた外端を有する下部の拡張部分とを備える円錐台の形状の外部シェルと、
　球形であり、前記リベットのネック部を受けるための内部シェル開口部が形成され、前
記リベットの前記ボール部のスイベル面にスライド可能にかみ合う内面を有し、前記外部
シェルの中に配置される内部シェルと、
を含む請求項１に記載の家具グライド。
【請求項１９】
　前記レシーバー部材は前記外部シェルの前記拡張部分に取り付けられて固定され、前記
レシーバー部材は前記外部シェルの丸められた外端の中に配置される環状の縁部を有する
請求項１８に記載の家具グライド。
【請求項２０】
　管状の家具脚とともに使用する家具グライドであって、
　前記家具脚に適合するように取り付けられる家具脚かみ合いアセンブリと、前記家具脚
かみ合いアセンブリに取り付けられるベースアセンブリと、から成り、
　前記ベースアセンブリが、上部の縮小部分と丸められた外端を有する下部の拡張部分と
により形成される円錐台の形状の外部シェルと、
　前記外部シェルの中に配置され球状の内部シェルと、
　凹型のスイベル面を有し上方に伸びる中心の軸部を含み、前記外部シェルの前記拡張部
分の中に取り付けられて固定される一体型のレシーバー部材と、
　前記レシーバー部材に取り外しできるように取り付けられ、床に接触する底面を有する
パッド部を有するベース部材と、
　前記家具脚かみ合いアセンブリにかみ合う上部のヘッド部と、球状の外部スイベル面を
有し前記レシーバー部材の中心の軸部の前記スイベル面と、スライド可能にかみ合う反対
側のボール部と、前記ベースアセンブリの外部シェル開口部と前記ベースアセンブリの内
部シェル開口部との中を通って前記上部のヘッド部から前記ボール部へ伸びる長いネック
部と、を有し、前記ベースアセンブリを前記家具脚かみ合いアセンブリに取り付けるリベ
ットと、
を含む家具グライド。
【請求項２１】
　前記レシーバー部材は、下方に伸びる円形の外部リングと下方に伸びる軸上の構造要素
とを含み、前記外部リングと前記構造要素とが環状キャビティを形成し、
　前記ベース部材は、前記パッド部から上方に伸びる内部リングと外部リングとを含み、
前記内部リングと前記ベース部材の外部リングとが環状キャビティを形成し、
　前記ベース部材の内部リングは前記レシーバー部材の環状キャビティに受けられ、前記
レシーバー部材の外部リングは前記ベース部材の環状キャビティに受けられる請求項２０
に記載の家具グライド。
【請求項２２】
　前記ベース部材の外部リングは少なくとも１つの放射状に伸びるスロットを形成し、
　前記ベース部材の内部リングは凹部を形成する内面を有し、



(4) JP 5765948 B2 2015.8.19

10

20

30

40

50

　前記レシーバー部材の軸上の構造要素は放射状に伸び、前記ベース部材を前記レシーバ
ー部材に取り付ける前記ベース部材の内部リングの内壁の凹部の中に受けられる突起部を
含み、
　前記ベース部材の外部リングの前記スロットは、前記レシーバー部材の軸上の構造要素
の前記突起部が前記ベース部材を取り外すために前記ベース部材の外部リングの内壁の凹
部から引っ張り出されるまで、前記レシーバー部材から前記ベース部材を遠ざけるように
バイアスをかけるための道具の先端を受ける請求項２１に記載の家具グライド。
【請求項２３】
　前記ベース部材の外部リングには少なくとも１つの放射状に伸びるスロットを形成し、
　前記ベース部材の外部リングは凹部を形成する内壁を有し、
　前記レシーバー部材の外部リングは放射状に伸び、前記ベース部材を前記レシーバー部
材に取り外し可能に取り付ける前記ベース部材の外部リングの前記内壁の凹部の中に受け
られる突起部を含み、
　前記ベース部材の外部リングの前記スロットは、前記レシーバー部材の軸上の構造要素
の前記突起部が前記ベース部材を取り外すために前記ベース部材の外部リングの内壁の凹
部から引っ張り出されるまで、前記レシーバー部材から前記ベース部材を遠ざけるように
バイアスをかけるための道具の先端を受ける請求項２１に記載の家具グライド。
【請求項２４】
　前記レシーバー部材中心の軸部は、前記レシーバー部材の前記軸部のスイベル面が前記
リベットのボール部のスイベル面に面と面とで接触により適合する所定の高さを有する請
求項２０に記載の家具グライド。
【請求項２５】
　管状の家具脚とともに使用する家具グライドであって、
　前記家具脚に適合するように取り付けられる家具脚かみ合いアセンブリと、
　ベースアセンブリと、から成り、
　前記ベースアセンブリが、
　前記家具脚かみ合いアセンブリにかみ合う上方のヘッド部と反対側で球状の外部スイベ
ル面を含むボール部とこれらの間に伸びるネック部とを有し、前記ベースアセンブリを前
記家具脚かみ合いアセンブリに取り付けるリベットと、
　前記リベットの前記外部スイベル面に対応する凹型のスイベル面を有し上方に伸びる中
心の軸部を含み、前記家具脚かみ合いアセンブリが設置される一体型のレシーバー部材と
、
　前記ベース部材が床に接触する底面を備えるパッド部を含み、前記レシーバー部材に取
り外し可能なように取り付けられる取り換え可能なベース部材と、を有している家具グラ
イド。
【請求項２６】
　前記ベース部材のパッド部が、金属、フェルト、ゴム又はナイロンから選択される１つ
の素材から形成される請求項２５に記載の家具グライド。
【請求項２７】
　前記レシーバー部材は、キャビティを規定する下方に伸びる円形の環状の外部部材を含
み、
　前記ベース部材は、前記パッド部から上方に伸びる内部リングを含み、
　前記ベース部材の内部リングは前記レシーバー部材のキャビティに受けられる請求項２
５に記載の家具グライド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は家具グライド、特に家具の脚に対してスイベルで回転する家具グライドに関す
る。
【０００２】
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　損傷から脚の端部を保護するため、さらに、床の表面を家具脚からの損傷から保護する
ための家具の脚の固定のための家具グライドが良く知られている。
【０００３】
　従来の家具グライドは、通常、床の表面に過度のえぐり又は傷をつけることなく床の表
面で家具がスライドできる床への接触のために、プラスチックの底面が用いられている。
さらに、従来の家具グライドは、家具の重量、及び、例えば人が椅子に座る等の他の付加
的な重量を、床の表面にくぼみ又は跡が付くことを防ぐための大きな表面積によって分散
する。いくつかの家具グライドは、さらに、家具脚の様々な角度に対してグライドの底を
床の表面に平らに置くためのスイベルで回転する機構を用いている。スイベルで回転する
機構は、家具の脚の長さの非常に小さい変化、床の表面の平面度の変化、及び家具の脚の
斜角を補う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００８／０２０９６８５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の家具グライドでは、床に接触するためのスライドする家具グライドが置かれる表
面に対して素材が具体的に選ばれる。典型的なベースの素材はスチール（通常はカーペッ
トの床に選ばれる）、ナイロン又はポリエチレンのような硬いプラスチック（通常はタイ
ルの床、アスベストを含む古いビニールフローリング製品）又は柔らかいプラスチック（
通常はアスベストや木の床を含まないビニールフローリング製品に用いられる）を含む。
従って、いくつかの家具は、床の素材と家具に取り付けられたグライドとの間の不適合の
ためにいくらかの場所での使用に適さないかもしれない。さらに、柔らかい素材からでき
ているスライドする表面は、長持ちすることが課題である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　管状の家具脚に使用される家具グライドが提供される。家具グライドは、家具脚に取り
付けられるように適合する家具脚かみ合いアセンブリと、家具脚かみ合いアセンブリに取
り付けられたベースアセンブリと、から成る。ベースアセンブリは、レシーバー部材とレ
シーバー部材に取り外し可能なように取り付けられたベース部材とを含む。ベース部材は
床への接触に適した底面のパッド部を有する。
【０００７】
　レシーバー部材は、下方に伸びる円形の外部リングと、環状キャビティを形成し下方に
伸びる軸の構造要素とを含んでいる。ベース部材は、パッド部から上方に伸びる内部リン
グと外部リングとを有しており、内部リングと外部リングとは環状キャビティを形成する
。ベース部材の内部リングはレシーバー部材の環状キャビティに受けられ、レシーバー部
材の外部リングはベース部材の環状キャビティに受けられる。
【０００８】
　ベース部材の内部リングは凹部を形成する内面を有していてもよく、レシーバー部材の
軸の構造要素は放射状に伸びベース部材をレシーバー部材に取り付けるためのベース部材
の内部リングの内壁の凹部に受けられる突起部を有していてもよい。
【０００９】
　ベース部材の外部リングは凹部が形成された内壁を有していてもよく、レシーバー部材
の外部リングは、放射状に伸びベース部材をレシーバー部材に取り外し可能なように取り
付けるベース部材の外部リングの内壁の凹部の中に受けられる突起部を有していてもよい
。
【００１０】
　ベース部材の外部リングは少なくとも１つの放射状に伸びるスロットを有し、スロット
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は、ベース部材を取り外すために、レシーバー部材の外部リングの突起部がベース部材の
外部リングの内壁の凹部から引っ張り出されるまで、又は、レシーバー部材の軸の構造要
素の突起部がベース部材の内部リングの内壁の凹部から引っ張り出されるまで、レシーバ
ー部材からベース部材を遠ざけるようにバイアスをかけるための道具の先端を受ける。
【００１１】
　家具グライドは、さらに、ベースアセンブリを家具脚かみ合いアセンブリに取り付ける
リベットを有する。リベットは、家具脚かみ合いアセンブリに組み合わされる上側のヘッ
ド部と、反対側のボール部と、これらの間に伸びる長いネック部とを有する。リベットの
ボール部は球状の外部スイベル面を有している。
【００１２】
　レシーバー部材は、リベットの外部スイベル面に対応する凹型のスイベル面を有する上
方に伸びる中心の軸部を含む。レシーバー部材の軸部は、レシーバー部材の軸部のスイベ
ル面がリベットのボール部のスイベル面に面と面とで接触する所定の高さを有する。
【００１３】
　ベースアセンブリは弾力材により構成されるクッション部材を含んでいても良い。クッ
ション部材はレシーバー部材の上面の窪みの中に受け取られる下側部分と、上方に伸びる
中心の軸部とを有している。クッション部材の軸部は、リベットの外部スイベル面に対応
する凹型のスイベル面を有しており、クッション部材の軸部のスイベル面がリベットのボ
ール部のスイベル面に面と面とで接触する所定の高さを有している。
【００１４】
　ベース部材は、硬いナイロン素材により構成されても良い。ベース部材のパッド部の底
面は、曲面によってベース部材のパッド部の外壁に接続されることができる。ベース部材
のパッド部の外壁は、ベース部材のパッド部の底面に垂直であってもよく、鋭い外端が形
成されている。ベース部材のパッド部の底面は、ベース部材のパッド部の底面に垂直な内
壁を有する軸上の凹部を有していてもよく、鋭い内端が形成されている。
【００１５】
　ベース部材はゴム素材により形成されていても良い。ベース部材のパッド部は、ベース
部材のパッド部の上面からベース部材のパッド部の上面とベース部材のパッド部の下面と
の中間の位置に下方に伸びる複数のブラインド穴を有していても良い。
【００１６】
　ベース部材は、硬いナイロン素材により形成される上部分とベース部材の上部分の底面
に固定されて取り付けられるフェルトパッドとを有していても良い。
【００１７】
　ベース部材は硬いナイロン素材により形成される上部分と、ベース部材の上部分の底面
に固定されて取り付けられる金属プレートとを含んでいても良い。金属プレートの外部リ
ップはベース部材の上部分の底面に形成されていても良い
【００１８】
　ベースアセンブリはまた、通常、上方の縮小部分と下方の拡張部分とが形成されている
円錐の形状を有する外部シェルを含んでいる。縮小部分は、リベットのネック部を受ける
ための外部シェル開口部を有している。拡張部分は、丸まった外端を有している。内部シ
ェルは、外部シェルの中に配置される。内部シェルは、球形であり、リベットのボール部
のスイベル面にスライド可能にかみ合う内面を有している。内部シェルはリベットのネッ
ク部を受けるための内部シェル開口部を有している。
【００１９】
　本開示は、添付図面を参照することにより多くの物と利点とが当業者に明らかになり、
より良く理解される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】ベース部材の第１実施形態の開示に基づいた家具グライドの側面の断面図である
。
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【図２】図１のレシーバー部材とベース部材との拡大分解断面図である。
【図３】図１のベース部材の拡大透視図である。
【図４】図３のベース部材の平面図である。
【図５】図１のレシーバー部材とベース部材との変形の分解断面図である。
【図６】ベース部材の第２実施形態の平面図である。
【図７】図６のベース部材の断面図である。
【図８】ベース部材の第３実施形態の平面図である。
【図９】図８のベース部材の断面図である。
【図１０】ベース部材の第４実施形態の平面図である。
【図１１】図１０のベース部材の断面図である。
【図１２】ベース部材の第５実施形態の平面図である。
【図１３】図１２のベース部材の断面図である。
【図１４】図１のレシーバー部材の変形の分解断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図面に関して、幾つかの図面では同じ数字は同様の部品を示し、本開示による家具グラ
イドは通常、数字１０によって示される。
【００２２】
　図１に関して、家具グライド１０は、家具脚かみ合いアセンブリ１２、ベースアセンブ
リ１４及びベースアセンブリ１４を家具脚かみ合いアセンブリ１２に取り付けるリベット
１６を含む。家具脚かみ合いアセンブリ１２は、ベース部材１８、拡張部材２０及びクリ
ップ２２を含む。弾力性のある金属円盤から形成されるクリップ２２は、円形のクリップ
ハブ２４と、クリップ２４から放射状に外側にそして縦下に伸びる複数のクリップアーム
２６とを有する。クリップ２２は拡張部材２０の上端２８によって支えられ、拡張部材２
０の放射状に伸びているリップ３０の底面はベース部材１８の上面によって支えられてい
る。拡張部材２０の中を通り縦に伸びる軸方向の穴３２は、ベース部材１８の円形のリベ
ット開口部３４と、クリップ２４の円形のリベット開口部３６とに同軸上にある。
【００２３】
　クリップ２２及び拡張部材２０は、家具脚の下端が拡張部材のリップ３０の上面の全体
に接触するまで家具脚に差し込まれる。クリップアーム２６によって定義される外径は、
管状の家具脚の内径よりも僅かに大きいように選ばれる。クリップアーム２６は、弾性的
に変形可能である。家具脚の端は、クリップアーム２６にかみ合い、家具脚のより小さい
内径の内部で半径方向にクリップアーム２６を変形させる。クリップアーム２６のスプリ
ング力は、擦られるように家具脚の内側表面に接触する各クリップアーム２６の半径方向
外側にバイアスをかける。その結果、家具グライド１０は家具脚に取り付けられる。
【００２４】
　リベット１６は、クリップのリベット開口部３６、拡張部材の穴３２及びベースのリベ
ット開口部３４の中を通して固定される。リベット１６は、広げられるヘッド部３８と反
対側のボール部４０とそれらの間に伸長するネック部４２とを有する。リベット１６のヘ
ッド部３８は、一直線に並んだベースのリベット開口部３４、拡張部材の穴３２及びクリ
ップのリベット開口部３６の中を通り、丸くされ又は打たれてベース１８の底の表面に対
してボール部４０を引っ張る。リベットは、ベース１８、拡張部材２０及びクリップ２２
を一緒にしっかりと留める。リベット１６のボール部４０は、球状の外部スイベル面４４
を定義する底面から下方へ広がる。
【００２５】
　ベースアセンブリ１４は、リベットのボール部４０の外部スイベル面４４にかみ合う内
部シェル４６を含む。内部シェル４６は通常、球状であり、円形のリベットのボール部４
０よりも径が小さい内部シェル開口部４８を規定する。内部シェル４６は、通常、外端５
４が形成される拡張部分５２と縮小部分５６とを形成する円錐台の形状を有する外部シェ
ル５０の中に入れ子にされる。外部シェル５０は、縮小部分５６において、内部シェル４
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６の外形よりも小さい径を有する円形の外部シェル開口部５８を規定する。内部シェル４
６の球状の形状は、改良されたスイベルで回転してスライドし、内部シェル４６と外部シ
ェル５０とのかみ合いを可能にする。
【００２６】
　レシーバー部材６０は、外部シェル５０の拡張部分５２の中に固定して取り付けられる
。そして、ベース部材６２はレシーバー部材６０に取り外し可能な状態で取り付けられる
。レシーバー部材６０は、ナイロン等の硬い耐摩耗性のプラスチックで形成される一体型
の又は１つの部品として成型されることができる。図１、２、５及び１４に関して、レシ
ーバー部６０、６０’は円形で、環状の縁部６４を有している。縁部６４は、外部シェル
５０の丸められた外端５４の中に配置される。そしてその結果、外部シェル５０に固定し
て取り付けられる。
【００２７】
　レシーバー部材６０は、下方に伸びる円形リング６６と、下方に伸びる軸上の構造要素
６８とを含み、これらはベース部材６２の上方に伸びる内部リング７２を受けるための環
状キャビティ７０を形成する。ベース部材６２の上方に伸びる外部リング７４とベース部
材６２の内部リング７２は、レシーバー部材のリング６６を受けるための環状キャビティ
７６を形成する。図２及び図１４に示されるレシーバー部材の変形６０、６０’’では、
軸上の構造要素６８が、ベース部材６２の内部リング７２の内壁８２の凹部８０に受けら
れ、レシーバー部材６０、６０’’にベース部材６２を取り外し可能に取り付ける放射状
に伸びる突起部７８を含む。図５に示されるレシーバー部材の変形６０’では、レシーバ
ー部材のリング６６’が、レシーバー部材６０’にベース部材６２’を取り外し可能に取
り付け、ベース部材６２’の外部リング７４’の内壁８２’の凹部８６の中に受けられる
放射状に伸びる突起部８４を含んでいる。
【００２８】
　図１，２及び５に示されるレシーバー部材の変形６０、６０’において、レシーバー部
材６０、６０’は、上方に伸びる中心の軸部８８を含む。中心の軸部８８は、通常、凹型
のスイベル面９０を規定し、スイベル面９０は、リベット１６の球状の外部スイベル面４
４に面と面との接触により適合する。軸部８８は、リベットのボール部４０に強くかみ合
ってベースアセンブリ１４を保持するための十分な高さを有している。図１４に示される
レシーバー部材の変形６０’’では、レシーバー部材６０’’の上面は、クッション部材
９８の下部９６を受けるためのくぼみ９４を規定する。クッション部材９８の上方に伸び
る中心の軸部１００は、リベット１６の球状の外部スイベル面４４に面と面との接触によ
り適合する凹型のスイベル面１０２を規定する。軸部１００は、リベットのボール部４０
に強くかみ合ってベースアセンブリ１４を保持するための十分な高さを有している。クッ
ション部材９８は、リベット１６によりベースアセンブリ１４に作用される力を吸収する
ゴムのような弾力のある部材で形成される。
【００２９】
　ベース部材６２、６２’、１６２、２６２、３６２、４６２は、クッション又は床の表
面に沿ってスライドすることができるグライドとしての役割を果たす。上記のように、各
ベース部材６２、６２’、１６２、２６２、３６２、４６２は、パッド部１０４から上方
に伸びる内部リング７２及び外部リング７４を含む。各ベース部材６２、６２’、１６２
、２６２、３６２、４６２の外部リング７４は、一つ、又は複数の放射状に伸びるスロッ
ト１０６を有している。グライド１０に設置されるベース部材６２、６２’、１６２、２
６２、３６２、４６２は、スクリュードライバーの先端又は類似の道具をスロット１０６
に挿入し、ベース部材６２、６２’、１６２、２６２、３６２、４６２をスクリュードラ
イバーによりレシーバー部材６０、６０’、６０’’から離れるようにレシーバー部材の
軸上の構造要素６８の突起部７８をベース部材の内部リング７２の凹部８０から引っ張り
出すまで押し出す。または、レシーバー部材リング６６’の突起部８４をベース部材の外
部リング７４’の凹部８６から引っ張り出すまで押し出す。置換される又は新しいベース
部材６２、６２’、１６２、２６２、３６２、４６２は、次に、ベース部材の内部リング
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シーバー部材の軸上の構造要素６８の突起部７８をベース部材の内部リング７２の凹部８
０に滑り込ませるまで、又は、レシーバー部材リング６６’の突起部８４をベース部材の
外部リング７４’の凹部８６に滑り込ませるまで押すことにより設置されることができる
。
【００３０】
　図１から図９に示されるベース部材は、一体型の又は１つの部品として成型されること
ができる。図１から図４に示されるベース部材６２及び図５に示されるベース部材６２’
は、硬いナイロン素材で形成され、図６及び図７のベース部材１６２はゴム素材で形成さ
れる。ベース部材のパッド部１０４は、滑らかにスライドし、パッド部の外壁に曲がった
表面１１２により接続され、床の表面に接触するための表面１０８を有している。図６及
び図７のベース部材の変形１６２において、パッド部１０４が複数のブラインド穴１１４
を有している。ブラインド穴１１４は、パッド部１０４の上面１１６から上面１１６とス
ライドする面１０８との中間の位置まで下方に伸びる。ブラインド穴１１４は床への密着
を促進するパッド部１０４に追加の柔軟性をもたらす。
【００３１】
　図８及び図９のベース部材２６２はまた、硬いナイロン素材で形成される。ベース部材
２６２の外壁１１８は、スライドする面１０８’に垂直であり、鋭い外端１２０を形成し
ている。ベース部材２６２の鋭い外端１２０は、例えば、家具グライド１０が取り付けら
れた脚を有する椅子がテーブルから後退するとき等の家具グライド１０が床にそってスラ
イドするときに、プラウ（ｐｌｏｗ）としての役割を果たす。さらに具体的に言うと、ほ
こり又は他の破片が、家具に取り付けられ床に沿ってスライドする家具グライド１０の通
り道から排除される。鋭い外端１２０は、このようなホコリ又は破片をプラウベースの下
にスライドすることから防ぐ。スライドする面１０８は軸上に凹部１２２を有していても
良い。ベース部材２６２の内壁１２４は、スライドする面１０８’に垂直であり、鋭い内
端１２６を形成する。ベース部材２６２の鋭い内端１２６は、家具の一部分が最初に床に
置かれた後、又は家具の一部分が持ち上げられ、降ろされることにより動かされた後にプ
ラウ（ｐｌｏｗ）としての役割を果たす。
もし家具がその後、床に沿ってスライドした場合、床とプラウベースとの間に処理された
ホコリ又は破片は、鋭い内部端１２６によって凹部１２２に入る。
【００３２】
　図１０から図１３に示されるベース部材３６２、４６２の上部１２８、１３０はまた、
硬いナイロン素材で形成される一体型の又は１つの部品として成型されることができる。
図１０、図１１の変形３６２では、フェルトパッド１３２が、ベース部材のパッド部１０
４の底面１３４に固定して取り付けられる。図１２及び図１３の変化では、金属プレート
１３６がベース部材のパッド部１０４の底面１３４’に固定して取り付けられる。例えば
、形成過程でベース部材のパッド部１０４の底面１３４’に形成されるスロット１４２の
中の上方に伸びる金属プレート１３６の外部の縁は、ベース部材のパッド部１０４の中に
形成されることができる。また、金属プレート１３６は接着剤１４４によりベース部材の
パッド部１０４の底面１３４’に取り付けられていてもよい。
【００３３】
　上記に開示された幾つかの実施形態、特徴、作用、又はそれに関する別の可能性は、多
くの他の異なるシステム又はアプリケーションに結合されても良い。また、さまざまな現
在予期しない又は不測の修正箇所、変形又は改良は、当業者により形成されても良く、以
下の請求の範囲に含まれることを意味する。
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